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【 目 的】

Streptococcus milleri group （ SMG ） の英膜保有菌株と非

保有株にお ける病原性の違い と菌体外多糖が

ヒ 卜多核白 血球の貪食およ び貪食殺菌能に及

ぽす影響につ いての検討。

【対象と方法】

呼吸器感染症患者 （肺炎、 肺化膿症、 膿

胸） の呼吸器材料 （気管支肺胞洗浄液、 経皮

的肺穿刺吸引物、 胸水） よ り 分離同定された

SMG23株につ いて、 血液寒天培地上の性状お よ

び Hiss 染色 によ る英膜の有無を硯察した。
..... 
I.... 

れ ら の菌液 0.1 ml （ 1 X 108 cfu) を 3 匹のマウ ス

の大腿部に接種後、 膿瘍形成の有無を 7 日 間

観察した。 また これ ら 23 株に対する ヒ 卜 多

核白血球の食食お よび貪食殺菌試験を行っ

た。 さ ら に ヽ 英膜保有の S. constellatus RZYKOOl か ら超

遠心後、 除蛋白 に よ り 抽出 さ れた菌体外多糖

を添加 し ヽ 同様に ヒ 卜多核白血球によ る貪食

および貪食殺菌試験の検討を行っ た。

【結果】



英膜保有は 3 株、 英膜非保有は 20 株であ

り ヽ 前者はすべて血液寒天培地上にてム コ イ

ド 形成が認め ら れたが、 後者ではム コイ ド形

成株はなかっ た。

英膜保有 3 株 と もマウス に直径 10mm 超大の

皮下膿瘍を形成 し ヽ 自壊排膜が認め られた。

方、 英膜非保有株で膿瘍を形成したのは 2 

株のみで、 いずれも 直径 10mm 以下であ り ヽ 自

壊排膿 した も の はなかっ た。

英膜保有 3 株に対する ヒ 卜 多核白血球の貪

食能は、 英膜非保有 20 株に対する も のに比べ

30 分後、 60 分後に有意な低下が認め られた

（ p く 0.05)
゜
貪食殺菌能は 120分後にて有意 に

低下 していた （ p く 0.05)
゜
0.05 % (w/v) 以上 と

な る よ う に菌体外多糖を試験に添加する
..,.. 
と'-

にて濃度依存性に ヒ 卜多核 白血球の貪食およ

び貪食殺菌能を抑制 した （ p く 0.05)
゜

【結語】

以上の結果 によ り ヽ SMG にお ける菌体外多

糖体は膿瘍形成に関わる 因子、 およびヒ 卜 多



核白血球の貪食と貪食殺菌能抑制因子を有す

ることが明らかとなった。これらの因子が

SMG の病原性発現に関与しているものと考え

られた。
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The role of the capsule of the Streptococcus milleri group 
in its pathogenicity 

（論文審査結果の要旨）

上記の論文に関して、研究に至る背景と目的、研究内容、研究成果の

意義、学術的水準等につき慎重かつ公正に検討し、以下のような審査結

果をえた。

1,研究の背景と目的

Streptococcus milleri groupは化膿性疾患の起炎菌として分離される頻

度が高いが，その病原因子については未だ十分に解明されていない。ま

た，英膜を保有する本菌群の病原性に関する詳細な検討はほとんどなさ

れていない。臨床材料から分離されたS.milleri groupでは血液寒天培地

上，ムコイドを形成したコロニーで英膜（菌体外多糖）を有する菌が散

見される。本研究はS.milleri groupにおいて英膜保有の有無による病原

性の違い，さらにS.milleri groupより英膜を抽出し，ヒト多核白血球機

能に及ぽす影響について評価することにより，英膜の病原性を明らかに

することが目的である。

2,研究内容

呼吸器感染症患者（肺炎，肺化膿症，膿胸）の呼吸器由来臨床材料

（気管支肺胞洗浄液，経皮的肺穿刺吸引物，胸水）より分離同定され

備 考 1 用紙の規格は、 A4としたてににて左横書きとすること。

2 要旨は800字～1200字以内にまとめること。

3 印は記入しないこと。
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たS.milleri group 23株（英膜保有3株，英膜非保有20株）について，これ

らの菌液0.1ml (1 X 108 cfu)を各々 3匹の BALB/cマウスの大腿部皮下

に接種後，膿瘍形成の有無およびそのサイズについて7日間観察した。

また，これら23菌株に対するヒト多核白血球の貪食および貪食殺菌試験

を行った。さらに英膜保有菌から超遠心後，除蛋白により抽出された英

膜成分（菌体外多糖）をStreptococcusconstellatusATCC27513に添加し，

ヒト多核白血球による貪食および貪食殺菌に関する抑制試験の検討を行

った。

英膜保有3株ともマウスに直径10mmより大きい皮下膿瘍を形成し

た。一方，英膜非保有株で皮下膿瘍を形成したのは咋Kのみで，いずれ
も直径 10mm以下であった。英膜保有3株に対するヒト多核白血球の貪

食能は英膜非保有20株に対するものに比較し， 30分後， 60分後に有意な

低下が認められた (p<0.05)。貪食殺菌能は120分後に有意に低下して

いた (p<0.05)。さらに0.05.........Q.2% (w/v)の菌体外多糖を添加し，ヒ

卜多核白血球の貪食および貪食殺菌能を検討すると，濃度依存性に抑制

した (p<0.05)。以上の結果により S.milleri groupにおける英膜（菌体

外多糖）が膿瘍形成に関わる因子であること，及びヒト多核白血球の貪

食と貪食殺菌能に対する抑制因子を有することが明かとなった。

3,研究成果の意義と学術的水準

S. milleri groupにおける英膜保有株群と非保有株群に分け，英膜の有

無による病原性の違いについて分析した点や，英膜を抽出し，その病原

性を検討した点については他に類がなく，本菌群の病原因子の一つが英

膜成分であることを明らかにしたことは非常に独創性に富むものであ

る。本研究はS.milleri groupにおける病原因子の解明の一端を開き国

際的にも高く評価されものであると判断される。

以上により、本論文は学位授与に十分値するものであると判断した。


